
Ｉ　Ｔ通　信

つくろう！日本

住宅はスマートシティーの重要な構成要素
になる（積水化学工業のスマートハウス）

被
災
地
に
次
世
代
環
境
都
市

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
向
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

扱
う
通
信
会
社
が
被
災
地
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

次

世
代
環
境
都
市

を
計
画
す
る
、
と
い
っ
た
新
た
な
街

づ
く
り
に
か
か
わ
る
動
き
が
出
て
き
た
。
ま
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
、
成
長
す

る
ア
ジ
ア
を
取
り
込
も
う
と
い
う
動
き
も
強
ま
っ
て
い

る
。
国
内
に
完
結
し
が
ち
な
通
信
業
界
で
、
新
た
な
挑

戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
海
外
展
開
加
速

仙台に１０００戸新たな挑戦

　
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
は
守
り
と
攻
め
が
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
で
は
、
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

予
備

や
節
電
対
策
な
ど
の
守
り

に
焦
点
が
当
た
っ
た
。
一
方
、
日
本
企
業
が
直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
で
求

め
ら
れ
る
の
は
攻
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
利
用
で
き
る
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
先
進
技
術
を
、
経
営
の
武
器
と
し
て
活
用
す

る
術
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ＩＣＴ各社の中国・アジアでの取り組み
企　業　名 時　期 内　　容

富士通
年８月 日本企業のアジア進出を支援する組織

を設立

年春 中国・広東省にデータセンターを開設
予定

伊藤忠テクノソ
リューションズ 年４月 初の海外支店となるシンガポール支店

を設立

ＮＴＴデータ
年４月 インドネシアに現地法人を設立

月 中国の現地法人２社を統合

ＮＥＣ
年６月 中国・大連に東軟グループと合弁会社

を設立
月 シンガポールの企業と合弁会社を設立

東芝ソリューシ
ョン 年７月 中国・瀋陽に東軟グループと合弁会社

を設立

日立製作所
年 月 日立ソリューションズが中国・北京に

現地法人を設立

月 中国の北大方正グループとクラウド分
野などで協業

野村総合研究所
年 月 インドにコンサルティング事業の現地

法人を設立
年１月 インドのＩＴ企業を買収

新日鉄ソリュー
ションズ 年 月 シンガポールに現地法人を設立

ＳＣＳＫ 年１月 グローバルビジネス推進部を設置

災害対策クラウドに商機

アジア事業を統括するため設置した
「中華圏ＡＰＡＣ営業本部 （ＮＥＣ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
グ
ル
ー
プ
４
社
は
日
立
製

作
所
と
手
を
組
み
、
仙
台
市

で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
を
建

設
す
る
。
津
波
で
被
害
を
受

け
た
沿
岸
部
か
ら
の
移
転
で

整
備
さ
れ
る
荒
井
東
地
区

で
、
仙
台
市
や
東
北
大
学
と

連
携
し
て
約
１
０
０
０
戸
の

住
宅
を
建
設
。
２
０
１
５
年

度
に
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド

次
世
代
電
力
網

の
導

入
を
目
指
す
。

仙
台
　　モ
デ
ル
に

　
計
画
の
詳
細
は
協
議
会
で

検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
情
報
通
信
技
術

Ｉ

Ｃ
Ｔ

が
活
用
で
き
る
場
面

は
少
な
く
な
い
。
具
体
的
な

計
画
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ー
ズ
は
大
規
模
太
陽
光
発
電

所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

や
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
手
が
け
る
と
み
ら

れ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
は
情
報
イ
ン
フ
ラ
を

使
っ
た
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
展
開
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
仙
台
市
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
し
た
い
考
え
だ
。

　
通
信
業
界
は
国
内
イ
ン
フ

ラ
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
ほ

か
の
業
種
に
比
べ
る
と
海
外

展
開
の
機
会
は
少
な
い
。
だ

が
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア
を
取

り
込
も
う
と
す
る
動
き
が
少

し
ず
つ
出
て
き
た
。

社
員
の
８
割
異
動

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
は
法
人
企
業
を
対
象

に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
を
と

る
。
縮
小
す
る
内
需
を
見
据

え
て
海
外
展
開
す
る
国
内
企

業
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
サ

ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
る
。

年
６
月
に
発
表
し
た
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
海
外
売
上
高

を
現
在
の
２
倍
に
設
定
。
昨

年
８
月
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
た
め
、
社
員
の

８
割
が
異
動
す
る
ほ
ど
の
大

規
模
な
組
織
再
編
を
実
行
に

移
し
た
。

　
最
近
で
は
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
情
報
シ
ス

テ
ム
を
所
有
か
ら
利
用
に
変

え
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
、

ま
た
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
バ
を

預
か
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ
事
業
の
需
要
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
香
港
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
大
規
模
な

Ｄ
Ｃ
を
建
設
し
、
現
地
企
業

の
新
規
開
拓
に
も
力
を
入
れ

る
。
有
馬
彰
社
長
は
「
通
信

会
社
の
Ｄ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
で
ア

ジ
ア
一
を
目
指
し
た
い

と

挑
戦
意
欲
を
高
め
る
。

ア
ジ
ア
取
り
込
む

　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
も
ア
ジ
ア
で
Ｄ

Ｃ
を
手
が
け
る
が
、
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
向
け
サ
ー
ビ
ス
に

も
力
を
注
ぐ
。
昨
年
、
日
本

発
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多

機
能
携
帯
電
話

向
け
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

応
用
ソ

フ
ト

を
中
国
の
チ
ャ
イ
ナ

モ
バ
イ
ル
の
利
用
者
へ
配
信

す
る
事
業
を
開
始
。
コ
ン
テ

ン
ツ
を
最
適
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
配
信
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｎ
サ

ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
韓
国
の

Ｃ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
に
も

出
資
し
た
。
今
後
は
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
ア
ジ
ア
を
中
心
に

広
げ
る
方
針
。
ア
プ
リ
や
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
分
野
で

ア
ジ
ア
の
成
長
を
取
り
込
む

考
え
だ
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
約

カ
月
が
経
過
。
国

内
の
通
信
会
社
は

人
や
モ
ノ
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
切

り
開
い
て
い
こ
う

と
懸
命
に
知
恵
を

絞
っ
て
い
る
。
成

果
が
ど
の
よ
う
な

形
で
現
れ
る
か
、

今
後
の
展
開
が
期

待
さ
れ
る
。

▲Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
建

設
す
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー

完
成
予

想
図

グ
ロ
ー
バ
ル
元
年

　
震
災
を
受
け
て
国
内
企
業

は
、
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ

Ｐ

へ
の
対
応
と
し
て
情
報

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
見
直

そ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は

コ
ス
ト
削
減
に
加
え
、
災
害

対
策
の
観
点
で
導
入
を
検
討

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
界
で
は
「
２

０
１
２
年
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
関
連
の

案
件
が
本
格
化
す
る
」
と
の

見
方
が
強
く
、
国
内
外
の
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

や

ク
ラ
ウ
ド
事
業
の
強
化
に
余

念
が
な
い
。

　
一
方
、
攻
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投

資
も
動
き
だ
し
つ
つ
あ
る
。

超
円
高
の
定
着
や
国
内
市
場

の
成
熟
で
、
製
造
業
を
中
心

に
海
外
展
開
の
加
速
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
現
地
で
シ
ス

テ
ム
構
築

Ｓ
Ｉ

な
ど
の

案
件
が
増
え
る
の
は
確
実

で
、

年
は
「
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
元
年
」
と
位
置
づ
け
顧

客
の
海
外
進
出
に
伴
う
現
地

拠
点
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

韓
国
企
業
と
連
携

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
韓
国
Ｌ

Ｇ
グ
ル
ー
プ
で
シ
ス
テ
ム
構

築
Ｓ
Ｉ
を
展
開
す
る
Ｌ
Ｇ

　
Ｃ
Ｎ
Ｓ
ソ
ウ
ル
市
と
Ｄ

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
で
協
業
す
る
。

Ｌ
Ｇ
　
Ｃ
Ｎ
Ｓ
の
Ｄ
Ｃ
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
日
系
企

業
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

サ
ー
バ
の
移
設
や
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い

っ
た
案
件
を
想
定
。
震
災
で

高
ま
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応
や

シ
ス
テ
ム
の
災
害
対
策
の
ニ

ー
ズ
を
取
り
込
む
考
え
だ
。

　
韓
国
は
日
本
に
比
べ
て
自

然
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性

が
小
さ
い
と
い
わ
れ
る
。
ま

た
電
気
代
が
安
価
な
た
め
、

Ｄ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
よ
り

も
３
割
程
度
安
い
料
金
で
提

供
で
き
る
と
い
う
。

　
富
士
通
は
ア
ジ
ア
に
進
出

す
る
日
系
の
製
造
・
流
通
業

を
支
援
す
る
営
業
組
織
「
Ｊ

Ｏ
Ｃ

ジ
ャ
パ
ン
・
オ
リ
ジ

ネ
イ
テ
ッ
ド
・
カ
ン
パ
ニ

ー

ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
本

部
」
を
順
次
強
化
し
て
い

る
。
ま
た
ア
ジ
ア
地
域
で
の

市
場
分
析
な
ど
を
担
う
戦
略

企
画
部
隊
も
発
足
。
中
国
な

ど
各
国
の
商
習
慣
や
法
規
制

な
ど
に
き
め
細
か
く
対
応
で

き
る
体
制
を
構
築
し
、
Ｄ
Ｃ

の
海
外
展
開
を
加
速
す
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
も
中
国
市
場
の
開

拓
を
強
化
す
る
。
地
域
統
括

会
社
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
中
国

北

京

が
中
心
と
な
っ
て
日
系

企
業
を
サ
ポ
ー
ト
。
海
外
営

業
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

Ｂ

Ｕ

内
に
「
中
華
圏
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｃ
営
業
本
部
」
を
立
ち
上
げ

て
、
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
横

断
で
統
括
す
る
布
陣
を
敷
い

た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ジ
ア
展
開

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

年
に
東
軟
グ
ル
ー
プ
と
大
連

市
に
合
弁
会
社
を
設
立
。
ま

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
現
地

企
業
と
合
弁
会
社
を
設
立
し

た
。イ

ン
ド
に
拠
点

　

年
に
イ
ン
ド
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
現
地
法

人
を
設
立
し
た
の
は
野
村
総

合
研
究
所
。
日
系
製
造
業
の

イ
ン
ド
進
出
へ
の
対
応
に
乗

り
出
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

開
発
で
は
「
オ
フ

シ
ョ
ア

海
外
委

託

先
と
の
関
係

を
も
う
一
段
深
め

る
」

嶋
本
正
社

長

方
針
で
、
Ｉ

Ｔ
会
社
を
買
収
し

海
外
で
の
金
融
シ

ス
テ
ム
事
業
を
強

化
す
る
。
複
数
の

現
地
法
人
を
持
つ

中
国
に
続
き
、
イ

ン
ド
を
重
要
拠
点

に
位
置
づ
け
る
。

　
新
日
鉄
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
は

年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
現
地
法
人
を

設
け
た
。
本
社
と

中
国
・
上
海
の
現

地
法
人
が
連
携
し

て
ア
ジ
ア
戦
略
を

進
め
「
東
南
ア
ジ

ア
に
進
出
す
る
日

系
企
業
を
支
援
す
る
」

北

川
三
雄
社
長

。
世
界
展
開

に
向
け
て
各
社
と
も
ま
ず
は

ア
ジ
ア
で
足
場
を
固
め
る
方

針
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １月３１日 火曜日 　　


